
決算特別委員会（全体会） 
 

   日 時   令和３年９月２２日（水） 午前  時  分～ 

   場 所   全員協議会室  

 

１ 開   議 

 

 

 

２ 決 算 審 査 

（１）分科会委員長報告（報告、質疑） 

（２）事務事業評価（分科会）の結果（質疑） 

（３）委員間討議 

＜休憩 会派会議＞ 

（４）討論 

（５）採決 

（６）指摘要望 

（７）事務事業評価（全体会）の決定 

 

 

 

３ そ の 他 

（１）決算特別委員会委員長報告について 

（２）議会だよりについて 



決算特別委員会分科会 指摘要望事項（案） 

令和３年９月                  

 
 
総務文教分科会 

【一般会計】 
○セーフコミュニティ推進事業経費については、再々々認証取得は行わず、今

後は、市民参加型の安全安心なまちづくり事業を推進すること。 
 
 
産業建設分科会 

【一般会計】 
○林業担い手育成事業経費については、本来の事業趣旨に沿った予算措置がさ

れていない。担い手育成事業の必要性を再認識し、必要な予算の確保や体制

整備をしっかりと図られたい。 
 
〇観光推進経費の外国人観光客向け観光案内所窓口強化業務委託料については、

コロナ禍で、外国人観光客の減少が予想されていたにもかかわらず、雇用に

関して、何の対策もされておらず、今年度についても反映されていないまま、

予算が有効に使用されていなかったため、早急に人員を削減すべきである。 
 
○観光推進経費の亀岡市観光協会運営費補助経費及び、亀岡市観光協会宣伝事

業等補助経費については、明確な観光入込客数のデータもなく、費用対効果

などの成果が現れておらず、補助金を出して、放置している状態である。予

算の有効活用を考え、亀岡市観光協会と連携し、真剣に取り組まなければ、

本市の観光推進につながらない。もう一度、初心に返り、観光とは何かを考

えるべきである。 
 
○今後も関係機関と連携するとともに、委員会へ定期的に報告すること。 



番号 事業名 評価 意見等

1
学校運営経費
（選択制デリバリー弁当実施経費）

３　見直しの上継続

○デリバリー弁当の現状について、しっかりと基礎調査を行い現状把握に努めるとともに、事
業者とも綿密に連携し、目的に沿った事業となるよう努められたい。
○将来的に目指すべき中学校給食の完全実施に向けた調査・検討の進捗状況が見えない
ため、検討状況を明らかにされたい。

2 放課後児童対策経費 ３　見直しの上継続
○関係者のニーズをしっかり把握し、支援員・補助員の人員確保及び場所の安定確保に努
められたい。

3 教育委員会経費 ３　見直しの上継続
○教育委員会の透明性をより高め、教育委員の意見がどのように教育行政に生かされてい
るのか明らかにされたい。

4 移住・定住促進経費 ３　見直しの上継続

○「離れ」にのうみの指定管理者に対し、宿泊者を増やすための努力を見せるよう求められ
たい。
○人口減少を食い止めるため、市が部署間の連携を取り、全体が一丸となって移住・定住促
進施策に取り組まれたい。

≪総務文教分科会≫　　　令和３年９月決算特別委員会　事務事業評価結果



番号 事業名 評価 意見等

1 環境保全対策経費 １　拡充

○ポイ捨て防止重点地域におけるデータを蓄積、分析することで情報を可視化し施策に反映さ
れたい。
〇エコウォーカーという新たな取組みを活用し市民参加を促すとともに、環境教育を進められた
い。

2 生活保護運営対策経費 ２　現状維持
○生活保護を必要とし、対象となる方を漏れなく支援されたい。
〇生活保護の対象にはならないが、支援等が必要な方に対し、就労支援等、次の支援に繋げら
れるようサポートを行われたい。

3
子ども・子育て支援経費
（子どもの貧困実態調査・計画策定業
務委託料）

１　拡充
○子どもの生活状況調査の結果を有効に活用し、子どもの貧困対策計画を策定するとともに、
取り組めることから速やかに推進されたい。

≪環境市民厚生分科会≫　　　令和３年９月決算特別委員会　事務事業評価結果



番号 事業名 評価 意見等

1 林業担い手育成事業経費
６　その他（事業名に
対して必要な予算措
置がされていない）

○現状として、この経費は亀岡市森林組合の作業員に対してのみ使用されており、本来の事業趣旨・目的
に沿った予算措置がされていない。もう一度初心に返り、林業の担い手育成とは何なのかをしっかりと再認
識し、担い手育成を最優先に考え、森林整備計画を作成の上、必要な予算の確保や体制整備を図られた
い。

2

観光推進経費
（外国人観光客向け観光
案内所窓口強化業務委託
料）

４　見直しの上縮小
○現在のコロナ禍においては、事業目的に対しての必要性がほとんど感じられない。この状況の中で、ど
のように有能な人材を育成・確保していくのかを考え、通常の観光案内に戻し、取り巻く環境に応じた仕組
みを構築されたい。

3
観光推進経費
（亀岡市観光協会運営費
補助経費）

３　見直しの上継続

4
観光推進経費
（亀岡市観光協会宣伝事
業等補助経費）

３　見直しの上継続

≪産業建設分科会≫　　　令和３年９月決算特別委員会　事務事業評価結果

〇正確な観光入込客数のデータを把握し、各関係機関との連携を事細やかに行うととともに、的確な戦略
を立てることができる人材の確保と組織をつくられたい。また、観光の宣伝については、各交通機関や地元
観光事業者と協力し、観光客に喜ばれる仕組みを構築されたい。


